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統一テスト

子どもたちが自分の力を確か
め、学ぶ意欲を向上させること
が狙いです。テスト結果は、習
熟度に応じた個別指導などの
貴重なデータとなります。

自由学習ノート

ほぼ毎日持って帰る宿題や課
題のほかに、自由勉強を推奨
しています。宿題が終わったあ
と、自由学習ノート（AB帳、自主
学習など）を出して、足りない部
分、興味のあること、日記、先生
へのメッセージなどに取り組むよ
うに指導します。

反復練習を
実行

計算の反復は数学的な
勘を身

に付ける手助けとなり、漢
字を主

とする読み書きの反復は
、言語

的思考力の向上を助けま
す。反

復練習の時間を設け、発
展的

な学びの基礎を養います
。

そろばん

「そろばん」の授業を正課と課
外授業に取り入れています。そ
ろばんは計算能力を高め、暗算
を速くする効果は知られていま
すが、最近の研究では脳の働き
を活性化させる効果があること
も、脳科学の分野で明らかにさ
れています。



習熟度に
応じた
個別指導
すべての子どもたちが「自ら学ぶ意欲を持つ人間」に成長することを願い、「お互いの個性や能力を認め合い、みんなが高まっていける学級作り」を目指しています。算数や国語の学習では、習熟スピードの個人差を考慮し、高学年から「習熟度別学習」という方法を組み入れています。

I CT教育

多くの教科でパソコンやプロジェ
クターを積極的に導入し、分か
りやすい授業を行っています。
また、各所にパソコンを配置し、
子どもたちが自由に使える環境
を整備しています。

読書タイム

毎朝の10分間で読書好きになり
ます。自ら選んだ本を読みます。
静かな時間の後、落ち着いた
雰囲気で1時間目が始まります。

辞書引き

学習指導要領では小学校3年
生から国語辞典の引き方を学
ぶことになっているのですが、本
校では語彙力を増やすことを目
的として、早い段階で辞書を導
入します。まず独自の練習帳で
大まかな辞書の引き方を学習し
た後、ゲームのようにどんどん辞
書を引いていきます。



英語を使う楽しみ、数学的な思考回路、コミュ  ニケーション力。深く専門性を養います。

英語

英語の世界に、自分から飛び込んでいこうとする子どもをつくる。ジグソーパズルを完成
させるように、体験を通じて、少しずつ「英語」という絵を完成させる喜び。私たちは子ど
もたちがそんな喜びを実感できるような場面を、学校行事、学校生活にもりこんでいます。

英語学習というものの根っこになる考えを、子どもたちのからだと心に、自然にしみこま
せていく。四條畷学園小学校の子どもたちは、不完全ですき間だらけの英文を、まず学習し
ます。「今急いで覚える必要のない、後回しでいいことがら」を抜き取った英文です。そして
学習が進むにしたがい、すき間の部分を少しずつ身につけていきます。

つづりを読もうとする子どもをつくる。四條畷学園小学校では、英語のつづりをそのまま
発音しようとする日本人を育てようとしています。

　 目 標 そ の  3

　 目 標 そ の  2  

　 目 標 そ の  1

広がる英語学習

■ 英会話教室　　　　　　　　　■ ATR音韻知覚訓練　　　　　　　　■ 中学校英語ブリッジ

■ オーストラリア生活体験旅行　　　　　　　　　  ■ オーストラリア留学生の受け入れ・交流

学習を進めるうち、「意思疎通に必要なことと、まちがえ
ても支障のないこと」の区別が、自然に体にしみこんでい
きます。定期的な自己診断プログラムを取り入れ、英語を
使うことに抵抗のない子どもを育成します。目標はつぎの
3つです。

ひとつひとつの科目を深く専門的に。



数学的な思考。それを下支えしているのは、算数の授業で学ぶことがらだけではなく、普段の生
活や遊びの中で知らない間に体験している、数学的要素を含んださまざまな活動も深く関わっ
ているのではないでしょうか。われわれは子どもたちが思わずのめり込んでしまうような、さ
まざまなゲームや教具を開発、改良しています。考案したゲームは、授業はもちろん、休み時間
の遊び道具にまで幅広く校内で利用されています。ゲームに熱中することで、知らないうちに
算数活動を数多く体験し、主体的に算数課題に取り組む態度を育もうとしています。

算数

本校の美術では子どもたち一人ひとりが、することを自分から計画し制作していきます。つまり教師が決め
た領域や題材・材料で制作活動をクラス一斉におこなう美術ではなく、子どもたちが「することを自分で
決める美術」なのです。そして子どもたちが作品づくりを楽しんでくれていることを私たちはつねに願って
います。それと同時に子どもたちへ期待しているもの（美術の目標）があります。それは創造的な態度を身
につけるということです。「することを自分で決める」「新しいことに自ら挑戦する」がそれにあたります。

美術
社会科は、多面的な観点から見る子どもを育てることをめざしています。子どもの興味関心を高め、社
会的事象を自分ごととしてとらえるため、体験を通して楽しみながら知識を習得する教材を研究して
います。
また、習得した知識を活用する場として、判断を問うような課題を授業で行います。友達の意見を聞い
たり、資料を深く読み取る中で、物事を多面的な観点から見ることを学び、それがより高次な社会的価
値判断につながると考えています。自分の考えを持ちつつ他を受け入れながら、多面的に考えたり公
平に判断できる大人に育ってほしいと願っています。

社会

国語の時間は、単なる言語の学習にとどまらず、授業を通して、子どもたちが自分のことをより深
く知り、表現し、さらには自分を取り巻く他の人々とつながる「学びの場」であるべきだと考えてい
ます。国語科は、他人との円滑なコミュニケーションを通じて自分を改めて見つめ直す、そんな内
省的な態度を持った人間づくりをめざしています。

国語

英語を使う楽しみ、数学的な思考回路、コミュ  ニケーション力。深く専門性を養います。

子どもたちは、予想、討論、実験のプロセスをくり返すうちに、自然の中にある大法則を発見したり、人類が長年
工夫して作り上げた道具を発明します。大人にとっては当たり前に思えることでも、子どもたちには、自分で見つけ
た、人生ではじめて出会う本当の発明、発見です。さらにいえばそれは、暗記させられた言葉だけの法則ではな
く、目の前の実験で裏付けされた法則なのです。四條畷学園小学校を巣立っていく子どもたちは、やがて何事に
おいても「どうなるか、予想しよう。自由に意見を戦わせ、友達の意見に耳を傾けよう。事実によって決着をつけよ
う。」とする3つの姿勢を身につけます。この姿勢こそが「ものごとを科学的に考える」ということ、そのものなので
す。われわれは、授業を通して、理科的な知識を子どもに植え付けるだけでなく、科学的に物事を考える子どもに
なってほしい、と願っています。この授業を「理科」ではなく、「科学」とよんでいるのは、こういう理由によります。

科学



4 ～ 6年は活動の先生が担当。

1年生はネイティブとクラス担任、
2 〜 6年生は英語専科・ネイティブによるティームティーチング。

4 ～ 6年は科学専科が担当。

2名の音楽専科が、全学年を担当。

書道専科が全学年を担当。

1～ 3年はクラス担任、4 ～ 6年は美術専科が担当。

クラス担任。

全学年を専科とクラス担任が担当。水泳は水泳専科と担任が担当。

英語

科学

音楽

書道

美術

国語
社会
算数

クラス担任

コンピューター

生活・道徳

体育

教科担任制と複数担任制を導入

科学、音楽、美術、英語、書道、体育、コン
ピューターの授業では、より分かりやすく、より
専門的な授業が行えるよう、教科別に専科制
を導入しています。クラス担任だけでなく、全
職員が学年をこえて、子どもたちを見守り、柔
軟な指導に当たります。また、教科によって
ティームティーチング制を採用し、一人ひとりの
学習進度にあった学習指導を行っています。

視点が広がる、学びに多様性が出る、
新しい発見がある。

教科別専科制のメリットです。

複数の先生から専門的に学べる。

音楽
音楽の原点は歌うことであり、
”楽しく・美しく” 歌うことの積
み重ねによって感性が磨かれ、あ
らゆる音楽活動のための基盤が
築かれると考えています。本校で
は、歌うことを中心とした活動を
通じて、響きのある美しい歌声を
めざしています。



　ヤングアメリカンのショーはすごかった。心の中で何度も「すご
い！」って思った。次は僕たちの番が来た。「緊張したー。でも、や
りきれたー。」という気持ちになった。最後の朝が来た。学校に着
き、家族と写真を撮って、教室に入って少し泣いた。



やってみたい
から始まる
学び、

活動科。

4年生以上の児童を対象に、「活動」の時間を設けています。「活動」は4つの分野に分かれています。劇などの「身

体表現」分野、工作などの「造形」分野、球技などの「スポーツ」分野、そして基礎的学習をさらに深めていく「学

び」の分野。そのうち、「身体表現」「造形」「スポーツ」の分野では、子どもたちが自分でやりたいことを選べる自由

選択制をとっています。自分で選ぶからやる気が出る。自分で選んだのだから責任を持つ。自分の力で、やりとげたか

ら深く感動できる。子どもたちにそんな体験をさせることが、大きなねらいです。同じ目的を持った子どもどうしが集まり、

知恵を出し合い励まし合うことによって、自然に協調性と技能が身にそなわっていきます。

「造形」分野
箸削り、竹とんぼ、飯ごう炊さんにお菓子作り。米
作りやサツマイモの栽培も、この分野に入ります。
今まで完成品しか知らなかったものを、自ら作るこ
とに挑戦します。できあがりを想像しながら手先を
使い、工夫を重ねていきます。

「スポーツ」分野
サッカー、バスケットボール、野球や卓球などの
ボールゲームから、好きなものを選択します。ゲー
ムを通して友達との協調性やフェアプレイの精神
を身につけていきます。生涯を通じてスポーツに親
しむ人間作りが、われわれの目標です。

「学び」分野
コンピューター授業・英語・習熟度に応じた個別
学習を行います。難易度の違う教材を用いて、着
実に一人ひとりのレベルを高めていきます。90分
という余裕のある時間枠をたっぷり使って、じっく
り課題に取り組むことを狙っています。

10 SHIJONAWATE GAKUEN PRIMARY SCHOOL

3

「身体表現」分野
頭と体をフルに使って、表現することの楽
しさに気づきます。人形劇やビデオドラマ
作り、舞台劇、リズムダンスといった様々
なジャンルから、やってみたいものを選択
します。活動の締めくくりは、6年生の発
表会です。

この活動に、「ヤングアメリカンズ」という団体が行っておりま
す、特別学習活動「アウトリーチ」を導入します。「ヤングアメリ
カンズアウトリーチ」とは、音楽や教育のプログラムを学んだ
アメリカの若者が小学校を訪れ、児童とともに3日間で歌やお
どりのショーを共に作り上げ、上演する教育活動のことです。
対象となる学年は、4年生・5年生です。

THE
YOUNG
AMERICANS 1

Act iv i ty

Act iv i ty

Act iv i ty

Act iv i ty42
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スクール
（やりたい事に熱中する）

1年生から6年生まで楽しくシャ
トルを追いかけています。対外
試合として大阪府大会や全国大
会に参加し、優秀な成績を修め
ています。

バドミントン
スクール

03

4年生から6年生までの野球好きな
子どもたちが集まり、毎朝、気持ち
よい汗をかいています。経験・技
術を問わず、楽しい野球・一生懸
命な野球をモットーに日々取り組
んでいます。その成果を発揮し、平
成18年度の市長旗杯大会では3位
の結果を残しました。

軟式野球スクール

02

低学年を対象に「みんなとサッカー
がしたいなあ。」と思っている子ども
たちが集まっています。上手・下手
は問いません。

サッカースクール

01

放課後教室
（預かりと学びの両立）

国語の基礎学力アップを目的に、
漢字や文章表現を学びます。漢検
DSも導入した楽しい勉強法で、確
かな成果をあげています。また、漢
字検定の受検を奨励しています。

漢字教室

03

日本古来より親しまれてきたそ
ろばんは、数の仕組みを理解し、
計算力向上に役立ちます。右脳
の発達や集中力向上にもつなが
ります。

そろばん教室

02

音楽教室少年少女合唱団

1985年に結成し、ほぼ毎年、単独リサイタルを開催。オペラ、宗教曲にも多数出演。2006年には、ウィーン
少年合唱団を招いて「四條畷学園創立80周年記念演奏会」を開催しました。（於ザ・シンフォニーホール）

01

学校内で習い事ができるから安心
趣味に勉強に、好きな事をどんどん伸ばす。
学校内の施設を有効に使う「放課後教室」。ご家庭による
さまざまな事情、保護者の方のライフスタイルや、お子さま
の興味に合わせて、好きなもの、挑戦したいものを選べます。

自分のやりたい事に打ち込んで
のびのびと自分を伸ばす場。
学園全体の施設を有効に使って、さまざまな「教室」を開
講しています。一人ひとり違う子どもの個性を考え、その子
どもに適したものを選択できます。子どもたちにとっては“好
きなこと”に打ち込め、可能性を発揮できるチャンスです。

●ピアノ　●ソルフェージュ　●音楽理論
他の音楽教室にはみられないシステムで運営しており、豊かな教授陣による楽しくて、行き
届いた授業を行っています。ピアノ演奏、歌唱指導、ソルフェージュ等多方面からの指導を
同時に行い、個人指導と集団授業を併せて各個人に適した音楽教育を実践しております。

●声楽　●ヴァイオリン　●フルート　●クラリネット　●トランペット　●マリンバ　●打楽器
基礎科目以外に上記の専攻が開講されています。（小学4年～、全て個人レッスン）
※ヴァイオリンは、小学1年より選択可能。

選 択
科 目

基 礎
科 目
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●入学式
みんなで新しい
1年生をお祝い

●新入生歓迎遠足
1年生と手をつないで、みんな
で飯盛山登山

学校内での学習時間や課外活動と同じように、私達が大切に位置づけているのが学外での行

事です。田舎生活を体験するカントリーステイ、修学旅行や自然学校、臨海学校、オーストラリア

への生活体験旅行…。素晴らしく充実したさまざまな体験は、子どもたちの好奇心を育て、五感

を豊かにし、仲間と共に何かをやり遂げる得難い充実と達成を感じさせることでしょう。大人に

なって、ふと小学校時代を振り返ったときに、あの体験が「何者にもかえがたい宝物」だったと感

じられるような時間を。そんな機会を子どもたちに与えてあげるのが体験学習です。

一生の宝物を育む時間

体験学習

●体育会
心から楽しむ体育会が基本

●7月統一確認テスト

●水上大会
上達した泳力を学年ごとに
発表

●臨海学校（5・6年生）
海浜の共同生活

（ 2泊3日 ）

●ヤングアメリカンズ
（4・5年生）
歌やおどりのワークショップの
体験を通して異文化への気づき
と表現の大切さを学ぶ

●自然学校（3・4年生）
縦割班活動
・水上体験
・プロジェクトアドベンチャー

（ＰＡ）を体験 （2泊3日）

VOICE

自然学校感想
みんなと声をかけあっていくと、
どこか失敗しているのかとかが
分かったので、そこもよかった
し、みんなで作るのはとても楽
しいなーと思いました。（冒険
いかだチャレンジを振り返って）

4年生Bさん

●水泳教室（希望者）
屋外プールと温水プールがあり
年中水泳指導

●びわこ
フローティングスクール
（5年生希望者）
水の学習、自然環境学習

（1泊2日）

●オーストラリア生活
体験旅行（5・6年生希望者）
外国の文化を理解し、言語を習
得するために実施しています

●家庭訪問

●春の遠足（1～3年生）

登山や緑地遊び

●修学旅行（6年生）
山口から広島方面へ。
平和学習、歴史学習（2泊3日）
本物を自らの眼で見る

●カントリーステイ
（5年生）
恵まれた環境の中で営まれる農
山漁村の暮らしを通して感性を
磨き、思いやりの心を培う

VOICE

カントリーステイ感想
一番楽しかった体験は、森林間
伐です。木を切ることも、のこぎ
りを使うことも初めてだったの
で、どきどきしました。この人生
で「やろう！」と思ってもできなさ
そうな体験だと思ったから選び
ました。木を切るのは思ってい
たよりもむずかしかったです。
一本の木を倒すのにとても時
間がかかりした。

5年生Aさん
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● 表現活動発表会
身体表現の発表会
（児童向け）

● たんれん遠足
耐寒訓練遠足。学年に合わせ、
8～12km歩く

● 球技大会
児童会主催。6年生との最後の
全校行事

● スキー教室（ 6年生 ）
スキーの練習と雪山の生活
（2泊3日）

● 3月成績面談
担任との成績面談

● 卒業お餅つき

 

● 卒業お祝い会
● 卒業式
卒業生は、夢や思い出を語り、
在校生や先生は歌で卒業生を
送る

● 修了式
1年の総まとめ

● 美術展
1年間に制作した作品の中
から、代表作を選んで展示

● 12月統一確認テスト

● かけあし訓練
寒さに負けないように
毎日走る

● 10月成績面談
担任との成績面談

● 秋の遠足（ 1 ～ 6年生 ）
紅葉の季節を楽しむ

● 芸術観賞会
体育館が素晴らしい劇場に変身

● 模型飛行機会

自作の模型
飛行機を飛

ばす

● 音楽会参観

音楽の学習
発表。児童

向け、

保護者向け
の2部構成

● 秋まつり

収穫までの
苦労と喜び

想い出つくろう。



充実した 6 年間、
日々成長してゆく子どもたち。

イタリア・アパレルメーカー「ベネトン」デザインの制服を
関西で初めて採用しました。ブレザースタイルを基本に、
個性や、季節に合わせて、いろいろなコーディネートが
楽しめます。

制服

制服に合わせてデザインされた、
本校の通学カバンです。リュックス
タイル、ショルダースタイル、手提
げスタイルと、学年や用途に合わ
せて使い分けができます。

Informal ▼

ベスト、セーター
カーディガン、ポロシャツ

ワンピースなど
バリエーション

豊富に選べます。

▲Formal
ネイビーのブレザー

（男女共)とチェックの
ズボン、スカートが
基本スタイル。

読書タイム
毎 朝 恒 例の10分 間で
読書好きになる習慣。静
かで落ち着いた雰囲気
で1時間目が始まります。

07：40

お弁当・給食・食堂・パン屋から
昼食が選べます。
児童たちの昼食は、ご自宅からのお弁当持参
が基本となりますが、希望者は給食弁当が利
用できます。2年生からはパン売場が利用で
き、3年生からは校内の食堂も利用できます。

（一日の流れ）

バドミントン、サッカー、
けん玉、ブラスバンド 等
(P10 〜 P13参照)

スクール活動
（０７：４０〜０８：４０）

読書タイム/朝の会
（０８:４０〜０８:５５）

昼休み
（１２:３0 〜１３:１5）

１限目
（０８：５５〜０９：５５）

３限目
（１０：５０〜１１：３５）

２限目
（０９：５０〜１０：３５）

４限目
（１１：４５〜１２：３０）

10：5009：5008：55 11：4508：40 12：30



★課外授業・スクール活動
英会話教室、そろばん、水泳、音楽 等

(P10 〜 P13参照)

選べる昼食

反復練習・英語モジュール/終礼
（１３：30 〜１4：0０）

低学年

５限目
（１４：１０〜１４：５５）

高学年

５限・６限
（１４：１０〜１５：４０）

活動
（１４：１０〜１５：４０）

掃除
（１３：１５〜１３：３０）

その季節に合わせ毎日変化をつけています。

その季節に合わせ毎日変化をつけています。

Aランチ　320円

焼きカレー　３５0円

チャーハン　220円

Ｂランチ　320円

きつねうどん　170円

唐揚げ丼　２60円

洋風ランチ　４０0円

ラーメン　２０0円

わかめラーメン
カレードリア
うどん定食
とろとろオムライスセット
温玉肉うどんセット

２０0円
２６0円
３60円
３60円
３60円

お弁当・給食・食堂・パン屋から昼食が選べます。
児童たちの昼食は、ご自宅からのお弁当持参が基本とな
りますが、希望者には給食弁当が利用できます。3年生
からは校内の食堂も利用できます。

放課後クラブ (お預かり教室)

放課後クラブは、保護者が安心して仕事ができるよう
に、放課後や夏休み（一部）の期間など子どもたちをお
預かりいたします。ご利用はチケット制ですので、１日だけ
のお預かりも可能です。

実施日 月曜日〜金曜日　
18時まで

放課後教室
放課後に学校全体の施設を有効に
使って、さまざまな「教室」を開講し
ています。一人一人違う子どもに適
したものを選択できます。子どもが、
自分の“好きなこと”に打ち込み、可
能性を発揮するチャンスです。

パン屋

食 堂メニュー

13：3013：15 14：10 15：40

下校時間
＜6月〜 10月＞
16 : 20

＜11月〜 5月＞
16 : 00

＜土曜日＞
12 : 30

給食弁当メニュー



進路への豊かな選択肢がある。

総合学園だから

実現できる

万全の進学サポート。
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四條畷学園
短期大学

四條畷学園
大学

19

卒業後の進学状況

清風・明星・大阪桐蔭・開明・四天王寺
京都女子・大阪女学院・関西大倉
同志社大系・立命館大系・関西大学系
近畿大学附属・桃山学院
東海大柳星・大阪国際大和田など

四條畷学園

教育大附属天王寺・教育大附属池田
教育大附属平野・北野・天王寺・大手前
茨木・四條畷・高津・千里・府立高専
寝屋川・奈良・京都堀川・京都桃山

八尾・清水谷・夕陽丘・市立東・牧野など
灘・東大寺・西大和・星光・洛南・慶応
奈良学園・奈良帝塚山・清風南海

学校名

私立

高
校
合
格
実
績

併設

関大・立命館・西大和・武庫川・同志社・東海大
開明・大阪桐蔭・清風・同志社女子・明星
帝塚山・プール・北陽など35名
東大寺・甲陽・海星・星光・大阪女学院・立命館・関大
同志社・同志社女子・甲南・東海大・大阪桐蔭
帝塚山・清風など33名

東大寺・洛南・同志社・星光・高槻・大阪桐蔭・清風
大阪女学院・四天王寺・西大和・東海大・帝塚山など34名

清風・常翔・同志社・明星・西大和・同志社女子
ノートルダム・星光・帝塚山・四天王寺・洛星・桐蔭
樟蔭・近大・聖母など27名

2016年度

2017年度

2015年度

2014年度

主
な
進
学
先

卒業生の約7割の生徒が、
四條畷学園中学校に内部進学します。（推薦制度あり）

内部進学

約3割の生徒は外部の中学校に進学します。

外部進学

四條畷学園大学附属幼稚園

四條畷学園
小学校

四條畷学園中学校

3
年●英数コース

有名公立・私立高校への
進学を目指すコース
習熟度別授業や補習を導入するなど、
進路別に能率良く学べるカリキュラム
を編成。一人ひとりの理解度に合わせ
て、きめ細かな指導を行います。

●英数発展コース
難関国公立・私立高校への
進学を目指すコース
難関高校の入試に備えた、レベルの
高い充実した授業を展開。生徒の「学
びたい」という積極性を重視した指導
で、高い実績を上げています。

6
年中高一貫教育で

有名国公立・私立大学への
進学を目指すコース
「夢・目標」の実現に向けた自主的な
取組みを積極的に支援することによ
り、自ら学ぶ心を育て、将来を切り開
いていくことができる人材を育成しま
す。基礎知識・思考力・探究心・問題
解決能力を身につけ、希望する有名国
立・私立大学に合格できる学力を獲得
する教育を実践します。

本学園は幼稚園から大学までを結ぶ「総合教育体制」を敷いています。
各校はそれぞれ個性的な活動を展開しながらも学園の建学の精神のもと
発展的な連携を保ち、一貫した教育を目指しています。
もちろん内部進学には一定の基準に基づいた配慮が加えられ、安心した
進学サポートを実現しています。

国公立

四條畷学園高等学校

有名私立大学国公立大学
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2016年 2017年2015年
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バ
ス

四條畷学園
小 学 校

四 條 畷
学 園

バス

四条畷

JR大阪環状線

JR学研都市線

JR学研都市線
京阪
本線

JR神戸線

J
R
お
お
さ
か
東
線

尼崎

33分
大阪

25分
京橋

13分

京阪
大和田

30分

京阪
枚方市

28分

京田辺

28分

瓢箪山

30分
久宝寺

31分

天王寺

34分

駅から
徒歩１分

N

JR四条畷駅

伝統と恵まれた環境のなか、明るさと健やかさを育てます。
緑あふれる飯盛山をはじめ豊かな自然に恵まれた環境は、子どもたちの健やかな成長に絶好のロケーション。駅徒歩1分の道のりには、毎朝、幼稚園児から大学生までの「おはよう」の声が響きます。
学園の門をくぐり、広 と々した運動場を走り回る子どもたちはいつも元気いっぱい。たくさんの動物や草木が育つ教材園では、好奇心たっぷりに眼を輝かせています。

各市・区からの通学者数（人）
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